
前号でもお知らせしましたが，「A n a l y t i c a l

S c i e n c e s」誌の電子出版およびホームページでの

閲覧が開始されました。すでにご覧になった方も

多いと思います。いかがでしょうか。W e bをご覧

になれない方にもその雰囲気をと思い後半のイン

ターネット情報では，この画期的な試みを誌上で

ご紹介します。

私自身もこのp d fファイル化を試みてみました

が実に簡単で呆気ない程です。ここしばらくはこ

のフォーマットがかなり利用されると思います。

しかしながら，この世界ばかりは予想が当てにな

らないので，2・3年後は全く別なフォーマットが

主流になっているかも知れません。あるパソコン

雑誌でディフェクトスタンダードが特集されてい

ましたが，いつどんな方式が標準というか一般に

使われるか本当に予想がつきません。C D - R，C D -

R / Wが使われはじめていますが，より大容量を求

めてD V D - R O Mが登場するかしないかのうちにも

うD V D - Rが市販されました。しかし，これも方式

がまだ流動的で現在市販されている方式が標準と

なるかどうかは未定のようです。

私の手元にある大容量リムーバブル外部記憶装

置はMO(5'-600MB, 5'-4.6GB, 3.5'-230MB, 3.5'-640

M B )，ZIP(100MB), JAZ(1GB), Syquest(230MB),

C D - R ( 6 5 0 M B )，そのメディアの種類たるやもうい

い加減にして欲しいと思いますが，だめでしょう

ね。

一方で，先日ある研究報告書をD T Pで作成する

ために原稿をファイル（フロッピー）で提出して

いただきました。何とかなると思い，特にファイ

ル（アプリケーション）は指定しませんでした。

これが大間違い，使用されたワープロソフトの種

類の多さにはびっくりしました。様々な手を使っ

てなんとか処理しましたが，やはりしぼっておく

べきだったと反省しきりです。テキストファイル

ではどうしても伝えられない内容が出てきますの

で，ある程度統一されたフォーマットが欲しくな

ります。この報告書は全てD T Pソフトで作成しま

したので，P D F化を実施し W e b上からダウンロー

ド可能とする予定です。
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インターネット情報

会誌のページから，あるいは直接Anal. Sci.のペー

ジ( h t t p : / / w w w s o c . n a c s i s . a c . j p / j s a c / a n a l s c i - 0 1 . h t m l )か

ら，目次のページにアクセスし，最新号のV o l u m e

を指定すると以下の目次が表示されます。以前の目

次と異なりタイトルの前にP D Fファイルを示すアイ

コンが表示されます。このアイコンあるいはタイト

ルを直接選択しますと，使用されているパソコンに

Acrobat Readerがインストールされていれば，その

論文のトップページが表示されます。次ページ以降

を見たい場合には上部の矢印アイコンをクリックし

ます。あるいは下部のページ数の部分をクリックし

ますとページ数の入力画面が表示されますので，見

たいページを入力します。そのまま見ているページ

を印刷することもできます。ぜひ，図や数式がきれ

いに印刷されることを確かめてみていただきたいと

思います。

「ぶんせき」誌，本欄そしてホームページへのご

意見・ご要望やアイディアをお待ちしております。

〔「ぶんせき」編集委員会〕


